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【申し込み方法】
１.	 本学会ではPeatixアプリによる申し込みをお願いしています。
２.	 本学会についての連絡はPeatixアプリのメッセージ機能を使用します。通知機能をオンにしPeatix

からログアウトしないようにご注意ください。
３.	 Peatixのコンビニ支払いを選択された場合はチケット販売期限の前日が支払期限となりますので

ご注意ください。（例：1月15日がチケット販売期限で1月14日にチケット購入した場合、1月15日
が支払期限となります）

	 支払い期限が遅れた場合はチケットはキャンセルとなります。

　　参加費	 ：	福岡県OT協会	 会員	 1,000円
	 	 福岡県OT協会	 非会員	 8,000円
	 	 他県士会OTおよびPT・ST会員	 1,000円
	 	 学生	 	 500円
	 	 医師・看護師等	 	 3,000円
	 	 一般・家族会参加の方	 	 無料
　　※会員で、国家資格をもった大学院生の方も会員料金となります。
　　※上記県士会会員で令和５年度会費未納の方は非会員扱いとなります

４.	 注意事項：
	 　メールアドレスは必ず個人のアドレスでお申し込みください。不正受講防止のため、職場などの

共有メールアドレスを使用しないでください。キャリアメールが届かない場合がありますので使用
しないでください。

	 　本学会にて通信料等が発生した場合は、ご自身の負担となりますのでご了承ください。

第27回福岡県作業療法学会
参加申し込みについて

本学会HP　https://fukuokaot.com

参加登録期間 　令和５年12月15日㈮〜令和６年１月15日㈪

Peatix

5．キャンセルについて　　期限　令和６年１月25日㈭まで
	 　Peatixより連絡を頂ければ対応は可能です。決済方法によっては手数料が発生する場合もあり

ます。詳細は、Peatixのホームページをご参照ください。https://onl.la/vbbFy62
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　第27回　福岡県作業療法学会開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。	
　本学会が、須﨑学会長の下、北九州ブロックの実行委員の皆さまの協力で開催されますことに
感謝いたします。並びに、開催にあたりましてご尽力いただいた学術部他関係者の方々に心より
御礼申し上げます。	
　（公社）福岡県作業療法協会は、県下に会員3,000余名を有する職能団体です。当協会では日々
高度化する医療ニーズに対応し、保健・医療・福祉を取り巻く環境の変化に則した作業療法を実
践するために、会員の学術技能の研鑽及び人格資質の陶冶に日々努め、種々の社会貢献事業を展
開しています。特に、新卒の作業療法士に対し地域リハ活動支援に資する教育プログラムをはじ
めとする各種研修を実施し、地域リハマインドを持つ人材育成を行うと共に、育成された作業療
法士が当該事業に派遣されるような体制作りを行っています。本学会も、「作業療法における、学
術及び科学技術の向上に資する事業」として毎年県下５ブロックの持ち廻りで開催されています。	
　さて、本学会のテーマは「ともにふれる　―地域と作業療法の共存を考える―」です。昨今の
コロナ禍において社会は大きな変化を経験しています。物理的な距離があってもソーシャルメディ
アや遠隔コミュニケーションで人々はつながり、情報を共有する手段を得ました。そのことは同
時に、実際の対面や身体的な接触が制限される状況を生み、人々のつながりのあり方に影響を与
えています。リハビリテーションを担う病院・事業所も大きな影響を受けました。今、地域と作
業療法のつながりや共存を考えることは、作業療法士の役割をより深く洞察し、地域社会に貢献
するために重要だと考えます。このような社会背景のなか、本学会のテーマが「ともにふれる」
ことを強調していることは、これらの変化や課題に対する示唆を与えてくれるものと思います。
　作業療法は、作業療法士が働きかける場面や対象者の状態・状況の違いで「作業」の意味や役
割が変化します。ウィズコロナの時代、私たちは様々な行動変容が求められています。ご参加の
皆さまには基調講演、特別講演や各分野の教育講演を通して、今後の新たな行動変容に繋げてい
ただきたいと思います。そして、当協会もより多くの作業療法士が地域保健事業、介護予防事業
に関わっていただけるよう作業療法の普及・啓発、生涯教育、学術研鑽に一層努力して参ります。
　今年度も本学会が有意義な議論と交流の場となりますことをお祈り申し上げます。

公益社団法人　福岡県作業療法協会
会　長　  竹中 祐二

会長挨拶会長挨拶

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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　この度、第27回福岡県作業療法学会を2024年１月27日㈯、28日㈰の２日間にわたり、北九州
市のパークサイドビルにおいて開催する運びとなりました。
　今後危惧される人口減少社会に対して日本作業療法士協会の第四次作業療法５ヵ年戦略では
「人々の活動・参加を支援し、地域共生社会の構築に寄与する作業療法」が掲げられています。当
協会もこのスローガンの実現に向けて、市町村で開催されている地域ケア会議や各施策の推進協
議会への参加、ご家庭はもちろん保育所や学校への訪問支援など地域に根ざした作業療法の展開
が進んでいます。その中で人を支えるためには、関係者間の連携や、そこで共に暮らしている人
と社会とのつながりを創り出すことがとても重要だと感じています。
　福岡県作業療法学会では、近年、どの学会テーマにおいても人と人のつながりが議論の一つと
して展開され、様々な企画を通じて成果を得ることができました。昨今のコロナ禍においては、ソー
シャルメディアの発展も相まって遠隔での時間共有や新たな出会い等、繋がりのかたちに変化を
もたらしました。その反面、肌感覚のつながりは少なく、当学会を例においてもやむなくオンラ
イン開催が続き、フォーマルな機会を経験しづらくなりました。
　そこで、今学会のテーマは「ともにふれる　―地域と作業療法の共存を考える―」としました。今、
私たちがすべきことは何かを議論し、辿り着いた答えは作業療法（士）が地域を「知ること」と「う
まく伝える」ために、つながりと共存を考えることでした。社会の大きな転換期に、私たちが議
論してきたつながりの在り方を今一度見つめ直し、次の世代への継承も考えていきたいと思いま
す。
　本学会は感染状況を考慮しながら、対面と一部オンライン配信のハイブリッド方式での開催を
予定しています。リハ専門職だけではなく多様な職種の方にご参加いただき、本学会を通して様々
な方とつながり、各々が手を携え、地域共生社会に貢献したく考えております。
　つきましては、どうか本学会の趣旨にご賛同いただき、何卒格段のご配慮を賜りたくお願い申
し上げます。

第27回福岡県作業療法学会
学会長　 須﨑 優介

東筑病院

学会長挨拶学会長挨拶

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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交通・会場案内交通・会場案内

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

住　　所

▲

〒802-0005
　　　　　福岡県北九州市小倉北区堺町1丁目6-13
電話番号

▲

093-551-3878
ホームページ

▲

 www.parksidebld.com

交通案内（アクセスマップ）

会場案内

会　場▲

パークサイドビル9階

◆徒歩でお越しの方
　JR小倉駅より徒歩10分
　モノレール平和通りより徒歩３分
◆電車でお越しの方
　久留米駅より新幹線で36分
　博多駅より特急で50分
◆車でお越しの方
　都市高速大手町ランプより７分
◆バスでお越しの方
　平和通りバス停より徒歩３分
　紺屋町バス停より徒歩４分

周辺図
至 博多 至 門司

4℃ BRIDAL

小倉パークビル
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ノ
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ー
ル

小倉駅小倉駅

199

199
37
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平
和
通
駅

小倉駅前

平和通り

コレットコレット

パークサイドビルパークサイドビル

受
付
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参加者への連絡事項参加者への連絡事項

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

　第27回福岡県作業療法学会は対面開催とWeb開催（対面開催時の講演データをご自分のパソコン等
で視聴していただく形式）とすることとなりました。
　Web開催に関する最新情報は、本学会HPにて発表いたしますので、ご確認くださいますようお願い
いたします。

１.参加申し込み方法　
　・P2『参加申し込みについて』をご参照ください。
２.Web視聴できる内容
　・基調講演・特別セミナー２・臨床セミナー（地域）・市民公開講座
３.Web配信期間（閲覧できる期間）
　・令和６年２月５日㈪～令和６年２月12日㈪　16：00まで
　・※参加登録された方はこの期間内のご都合がよい時間にいつでも視聴が可能です。
　・質問受付期間：令和６年２月５日㈪〜令和６年２月12日㈪
				　回答掲載期間：令和６年２月24日㈯〜令和６年２月29日㈭
　　動画閲覧用Webサイト上の「質問はこちらから」から質問内容を入力してください。
４.視聴方法
　・参加登録をされた方にWeb閲覧用のURLをメールにて送らせていただきます。届いたURLから

Web	サイトを閲覧いただきます。
５.感染対策について
　・本学会は対面での開催となります。体調管理と感染対策を十分に行った上でご参加ください。なお、

発熱や体調不良時には来場をお控えください。会場内ではマスク着用、手指消毒などの感染対策も
奨励しております。

６.講演・発表・質疑
　・発表者および座長の先生におかれましては、発言時以外はマスクの着用をお願いいたします。
　・参加者の方につきましてはマスク着用のまま、ご発言をお願いいたします。
７.飲食について
　・会場内での飲食の際は黙食、またはマスク会食（飲食時のみ片方の耳ひもを外して飲食、会議時は

マスクを着用）の実践をお願いします。

　第27回福岡県作業療法学会に関わる抄録ならびにWeb視聴で掲
載される講演データ（スライド・画像・動画）に関して、ビデオ撮影・	
録音・写真撮影（スクリーンショットを含む）を行うこと、Web	
上（SNSを含む）に公開することは固く禁じます。

視聴に際しての視聴に際しての
注意事項注意事項
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　・会場から離れてからも、感染対策を各自で行ってください。
　・感染者発生時には、感染経路の特定等の理由により政府機関・自治体の要請があった場合、個人情

報を開示することを予めご了承ください。
８.その他
　・令和５年度の日本作業療法士協会の会費が納入済み、また福岡県にて勤務されている作業療法士に

つきましては福岡県作業療法協会に会費納入が必要です。
９.本学会参加により取得できるポイントについて
　・日本作業療法士協会　基礎研修ポイント（４ポイント）

【お問い合わせ連絡先】　第27回福岡県作業療法学会実行委員会 
運営局 Mail：27.f.ot.uneibu@fukuokaot.com

参加者への連絡事項参加者への連絡事項

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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1.演題・発表データ受付
	 　演題・発表データは令和６年１月15日までに27gakkai_endai@fukuokaot.comへメールにて送信
をお願いします。

	 　当日は発表者専用窓口を設けていますので１日目は11：30 〜 12：00、２日目は9：10 〜 9：30
の間にパークサイドビル９階ホールにお越しください。

　　上記の時間内に受付できない方は、学会事務局まで必ず事前にご連絡ください。
2.発表時間
　・演者は、当該セッションの10分前までに次演者席に待機してください。
　・一般演題は10分（発表７分、質疑応答３分）です。
　・発表終了１分前と発表終了時にお知らせいたします。
　・発表時間の厳守にご協力をお願いいたします。
　・次演者は、前演者の発表と同時に次演者席にお着き下さい。
3.発表形式
　1）口述発表
　・発表時間７分、質疑応答３分で、PCプレゼンテーションとなります。
　・発表資料は、Windows版Microsoft	Power	Point2003,2007,2010,2013,2016,2019で使用でき

るファイル形式で作成をお願いします（詳細は応募者へご連絡いたします）。スライドのサイズは、
ワイド画面（16:9）で作成してください。

　　OS標準フォントをご使用ください。	
	 【日本語】MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝、メイリオ、游ゴシック、游明朝	
	 【英　語】Times	New	Roman,Arial,Arial	Black,Arial	Narrow,Century,	
	 　　　　　Century	Gothic,Courier,Courier	New,Georgia	　
　　※MacのOsakaフォントは文字ずれ・文字化けする場合がありますので注意してください。
　・動画を使用した発表も可能とします。発表に関しましては

事前に動作確認をさせて頂くことになりますのでご了承く
ださい。

　２）ポスター発表
　・発表時間７分、質疑応答３分です。
　・ポスターは指定した枠内（縦120cm×横90cm）に収まる

よう作成してください（A3版用紙横8枚が目安です）。レ
イアウトの指定はありません。

　・演題番号は学会準備委員会で作成します。
　・演題名、所属、氏名は本文とは別に指定した枠内（縦

20cm×横60cm）に収まるよう発表者で作成してくださ
い（図参照）。

演者への連絡事項演者への連絡事項

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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4.倫理的事項について
　　発表に際しまして、倫理面や患者様・介護者等の人権、個人情報の保護に十分ご配慮ください。特
にプライバシーや人体に影響を与える発表に関しては、対象者に説明と同意を得たことを本文中に明
記してください。なお、演者の所属する機関の倫理委員会で承認された研究である場合はその旨を抄
録中に明記してください。

　　また、当学会では演題抄録を登録する時と発表時に、発表演題に関連する企業等との利益相反
（COI）の有無および状態について申告することを義務付けております。学会ホームページ上の「利
益相反（COI）」に関する事項及びサンプルスライドをご確認のうえ、発表する時に必ずCOIに関す
るスライドを提示してください。

【おしらせ】
　　演題発表者には記念品を贈呈させて頂きます。
　　演題発表をした方にはOT協会生涯教育基礎研修ポイントとして、「学会参加ポイント」とは別に「発
表ポイント（２ポイント）」が加算されます。

演者への連絡事項演者への連絡事項

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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第27回 タイムスケジュール第27回 タイムスケジュール

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

令和６年１月27日㈯1日目

髙橋知義

Ⓡ

受付

受付

セッションⅠ

セッションⅢ

働くひとと
「ともに創る」
作業療法

「説得とは、
人間関係をつくること」
～患者さんを動かすコミュニケーション～

セッションⅧ

口述発表者
セッションⅤ
（脳血管疾患③）

口述発表者
セッションⅦ
（脳血管疾患④）

口述発表者
セッションⅥ
（運動器疾患）

セッションⅨ
「その他」

教育セミナー
長城晃一

「研究活動を
進めるためのひと工夫」

臨床セミナー（地域）
佐藤美香

「地域と共に
～2040 に向けて

リハ専門職の可能性～」

セッションⅩ
「地域、呼吸器」

セッションⅣ

セッションⅡ
（精神障害）

授賞式・閉会式

髙橋知義

Ⓡ

受付

受付

セッションⅠ

セッションⅢ

働くひとと
「ともに創る」
作業療法

「説得とは、
人間関係をつくること」
～患者さんを動かすコミュニケーション～

セッションⅧ

口述発表者
セッションⅤ
（脳血管疾患③）

口述発表者
セッションⅦ
（脳血管疾患④）

口述発表者
セッションⅥ
（運動器疾患）

セッションⅨ
「その他」

教育セミナー
長城晃一

「研究活動を
進めるためのひと工夫」

臨床セミナー（地域）
佐藤美香

「地域と共に
～2040 に向けて

リハ専門職の可能性～」

セッションⅩ
「地域、呼吸器」

セッションⅣ

セッションⅡ
（精神障害）

授賞式・閉会式

令和６年１月28日㈰2日目
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講演・セミナー

第27回 福岡県作業療法学会

－地域と作業療法の共存を考える－
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講演・セミナー

第27回 福岡県作業療法学会

－地域と作業療法の共存を考える－



講　師

▲

中村　義雄　
所　属

▲

北九州市議会議員　議会運営委員長
司　会

▲

田中　聡
所　属

▲

株式会社リライブ　代表取締役

講　師

▲

中村　詩子　
所　属

▲

横浜市総合リハビリテーションセンター
司　会

▲

櫻木　美穂子
所　属

▲

福祉用具プラザ北九州

講　師

▲

元廣　惇　
所　属

▲

株式会社Canvas	代表取締役
司　会

▲

軍神　安孝
所　属

▲

介護老人保健施設　翡翠苑

基調講演

特別セミナー２

姿勢保持の選定・調整・フォローの
チェックポイントと実践

地域における作業療法の可能性

講　師

▲

長城　晃一　
所　属

▲

福岡大学　医学部　脳神経内科学教室
司　会

▲

山根　伸吾
所　属

▲

令和健康科学大学

教育セミナー 研究活動を進めるためのひと工夫

働くひとと「ともに創る」作業療法

講演・セミナータイトル一覧講演・セミナータイトル一覧

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

特別セミナー１
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講　師

▲

恒松　伴典　
所　属

▲

医療法人三井会　神代病院
司　会

▲

盛谷　朋子
所　属

▲

福岡県済生会八幡総合病院

講　師

▲

押川　剛　
所　属

▲

株式会社トキワ精神保健事務所
司　会

▲

矢ケ部　華世子
所　属

▲

九州医療スポーツ専門学校

講　師

▲

髙橋　知義　
所　属

▲

株式会社　LikeLab	保育所等訪問支援事業　Switch
司　会

▲

檀　拓真
所　属

▲

医療法人　泌尿器科皮膚科　上野医院　子ども未来サポートルーム　EL

講　師

▲

佐藤　美香　
所　属

▲

北九州市役所　保健福祉局技術支援部地域リハビリテーション推進課
講　師

▲
井手　陽　

所　属
▲

特定医療法人　東筑会　東筑病院
講　師

▲
林　剛己　

所　属

▲

遠賀中間医師会遠賀病院訪問看護リハビリテーション
司　会

▲

手嶋　正弘
所　属

▲

北九州八幡東病院

講　師

▲

落水　洋介
所　属

▲

株式会社PLS代表
司　会

▲

善明　勇二
所　属

▲

株式会社リライブ　ごえん

市民公開講座

臨床セミナー（身障分野）

臨床セミナー（精神分野）

臨床セミナー（発達分野）

臨床セミナー（地域分野）

OTの武器になる！入院～在宅・地域まで、
楽しみながら生活に必要な認知機能に
アプローチができる『シナプソロジー®』

「説得とは、人間関係をつくること」
～患者さんを動かすコミュニケーション～

作業療法士が行う保育所等訪問支援事業

地域とともに
～2040に向けてリハ専門職の可能性～

難病がくれた宝物
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北九州市議会議員　議会運営委員長

〈略歴〉
・昭和39年５月12日生まれ
・作業療法士（リハビリの専門職）
・徳香幼稚園、横代小学校、横代中学校、小倉南高校
を経て国立療養所福岡東病院附属リハビリテー
ション学院作業療法学科を卒業（作業療法士免許
取得）

・民間医療機関で作業療法士として７年間勤務
・1993年

▲

北九州市役所に入職（10年間勤務）
・2003年

▲

小倉リハビリテーション学院開設　作
業療法学科 教務部長

・2005年１月

▲

北九州市議会議員選挙に挑戦、初当
選 現在5期連続当選

〈議会での役職及び実績〉
１期目

▲

自民市民クラブ政調会長/保健病院委員長
２期目

▲
議員定数削減の直接請求実施

３期目
▲

議員定数削減実現（4人削減）
４期目

▲

経済港湾委員長/予算特別委員長/ハート
フル北九州幹事長

５期目

▲

北九州空港機能強化・利用促進特別委員
長/議会運営委員長

Pr
ofi
le

地域における作業療法の可能性基調講演

中村 義雄 Nakamura Yoshio

プロフィール
〈議会以外での役職〉
・北九州市ソフトボールスポーツ少年団顧問／小倉
南北少年ソフトボール連盟顧問／

・北九州市小学生バレーボール協議会会長／小倉南
北小学生バレーボール連盟顧問／

・小倉区剣道連盟顧問／医療法人評議員／劇団青春
座俳優・顧問／

・北九州市食品衛生協会顧問／勝山足立ライオンズ
クラブ会員／

・小倉北美術連盟顧問／（公社）福岡県作業療法協
会顧問／

・小倉北消防団第3分団顧問／足原校区まちづくり
協議会副会長／

・足原校区自治連合会顧問／足立北町内会長／社会
福祉法人理事／

・NPO	法人理事／第64代小倉高校野球部父母会長
／保護司／

・詩吟朗詠錦城会会員／

オンデマンド配信
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　私は作業療法士の資格を取得後、民間病院で７
年（内訪問リハビリテーション３年）、市役所10年、
リハビリ専門学校教員２年勤務し、市議会議員とし
ては５期19年目です。働くフィールドを医療から
行政、政治と変えてきました。
　また地域の一員としては小学校区の地域の代表
（まちづくり協議会会長、自治連合会会長、社会福
祉協議会副会長、町内会長）、保護司、PTA会長、
小学生スポーツ団体の会長や顧問等を担ってきま
した。
　その中で作業療法が地域の中で活躍できる場は
たくさんあると感じています。
　作業療法の特色はなんといっても医療職である
ということです。地域の中で医療の知識や経験は
様々なとことで求められます。私が議員として相談
を受ける内容の８〜９割は病気になった時の医療
機関の紹介や介護が必要になった時の介護サービ
スや施設の紹介です。作業療法士が当たり前に理
解している情報や経験が初めて病気になった方に
とっては不安解消に繋がります。
　またストレッチや膝や腰等の疼痛へのアドバイ
ス等、身体的な知識はスポーツ関連や高齢者支援へ
有用です。

講演内容

　医療の中でも作業療法士が重点的に学ぶ精神科の
知識は更に役に立ちます。地域ではいろいろな方が
いろいろなことで悩んでいます。この悩みを整理す
るのに精神科で学んだことがとても役に立ちます。
集団を客観的に見て分析できることも地域の会議や
トラブル解決時に役に立ちます。
　今回のテーマである「地域と作業療法の共存」は
たくさんの切り口で可能です。
　しかし、条件があるかもしれません。それは作業
療法士が人としての関わりを医療機関や福祉施設等
の職場に限定せず、町内会活動や子どもの習い事、
自分の趣味等、いろいろなことに関わる経験をもつ
こと、そして医療や福祉以外の視野を広げることだ
と思います。
　私は医療機関から市役所に転職して自分がいかに
狭い視野しかなかったかに気づき、市議会議員に
なって更に感じました。医療の中で働いていた時に
は気づきませんでした。
　今回テーマである「ともにふれる」がまさにこれ
からの作業療法士に求められることかもしれません
ね。
　まず、出て行きましょう!交流しましょう!そして
やってみましょう!
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横浜市総合リハビリテーションセンター　
地域リハビリテーション部　研究開発課　リハビリ工学技師

〈職歴〉
1999年　北九州市立総合療育センター	リハビリ工

学技士	勤務
2022年	 横浜市総合リハビリテーションセンター	

勤務　現在に至る
	 障害児・者の姿勢保持、歩行器や遊具、日

常生活用具の個別相談、研究開発を中心に
活動しています。

〈学歴〉
・九州芸術工科大学（現	九州大学）芸術工学部工業
設計学科

・シドニー工科大学インダストリアルデザイン学
科へ交換留学

〈所属学会〉
・日本リハビリテーション工学協会
・日本デザイン学会

〈活動〉
・日本リハビリテーション工学協会	理事
・SIG姿勢保持	事務局長
・PFC	COSMO北九州	サポートエンジニア
・北九州市おもちゃライブラリー館員
・Asia	Seating	Assist	Project	Member
・社会福祉法人	清水基金にて北欧・ドイツの福祉
機器開発現場へ３か月間自主研修

〈受賞〉
・福祉機器コンテスト	優秀賞	受賞「TANK」
・福岡産業デザイン賞	入賞
	「UFOwalker/STRAIDER」

〈著書〉
『小児から高齢者までの姿勢保持	工学的視点を臨床
に活かす	第２版	』医学書院		2012年
『イラストでわかるスペシャルシーティング姿勢評
価アプローチ』	医歯薬出版	p225-248.	2012年
『理系生活	先輩理系人からのキャリアアドバイス』	
学事出版	p60-61.	2015年

Pr
ofi
le

姿勢保持の選定・調整・フォローの
チェックポイントと実践特別セミナー

１

中村 詩子 Nakamura Utako

プロフィール
『強化段ボールで作るテクノエイド』はる書房2018
年

　姿勢保持の基本的な概念をおさえ、選定・製作、
フォローのチェックポイント、現場で役立つ工夫な
どについて、講義と実技を交えておこないます。実
際に車椅子や姿勢保持具、クッション類を用いて、
受講者と一緒に体験しディスカッションしながら
進めます。

〈実践〉
・車椅子、姿勢保持具の選定ポイント
・座クッションの構造・効用と座り比べ、張り調整
の実技　など

・評価方法（体圧測定含む）
・試行のための簡易的な姿勢保持具の製作方法紹
介　など

講演内容

ワークショップ
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株式会社Canvas		代表取締役
国立大学法人島根大学	研究・学術情報本部	地域包括ケア教育研究センター
The	Center	for	Community-based	Healthcare	Research	and	
Education	客員研究員Pr

ofi
le

元廣　惇 Motohiro Atsushi

特別セミナー
２

働くひとと「ともに創る」作業療法

　博士（医学）、認定作業療法士、国家資格キャリ
アコンサルタント　他

　作業療法士免許を取得後、複数の医療機関で臨
床業務を経験し、全国最年少30歳で島根リハビリ
テーション学院作業療法学科学科長に就任したの
ち、2021年３月に株式会社Canvasを共同創業す
る。現在は同社で代表取締役を務めつつ、島根大学
にて客員研究員を兼任している。また、国内外６つ
の大学の非常勤講師や様々な機関の理事や委員を
務めている。
　主な受賞歴として「法人会	健康経営大賞2022最
優秀賞」「Tokyo	Design	Week	Award	2016」等、
主な著書として『働くひとと「ともに創る」作業療
法』（クリエイツかもがわ）『セラピストのキャリア
デザイン』（三輪書店）がある。（その他学術論文
24編、学会発表42報、外部研究費獲得4件、講演
79回、メディア掲載59回）

　本邦では、将来的な労働人口の減少を見越して、
「労働者が健康で働き続けられること」が企業の重
要な経営課題となっています。このような社会背景
から従業員の健康増進・健康管理を経営課題として
捉え、その実践を図ることで会社の生産性向上を目
指す経営手法である「健康経営」という概念が、近
年急速に産業界や一般社会に広がっています。
　2021年３月に創業した「株式会社Canvas」は産・
官・学・金の各機関との「地域共創」による連携体
制を構築し、仕事起因の様々な健康問題を「職業病」
として解釈し、作業療法の専門性を活かした健康経
営支援コンサルティングを幅広く展開しています。
　サービスの導入企業数は、2023年８月時点で約
55企業まで増加し、中国地方の各企業を中心に徐々
にエリアを拡大しています。導入前後の効果とし
て、企業のサービス導入前後比較で数百万単位の労
働生産損失額の減少、また、入職者の増加、離職者
の減少など複数の経営上の望ましい成果をあげて
います。
　これまでの社会的な評価として、全国法人会が主
催する「健康経営大賞2022」で弊社の導入事例が
47都道府県事例の「最優秀賞」を受賞することが
できました。それを受けて省庁系・大企業の講演な
ど様々な機会に恵まれています。また全国への認知
度の高まりから全国の法人に対して事業のフラン
チャイズ展開（現在約20都道府県を予定）も進ん
でいます。
　作業療法士は医療従事者の中でも特に対象者の
「暮らし」や「仕事」など人間らしさに根ざした観
点から支援する強みがあり、本来、働く現場の複雑
性に真に向き合うことができる哲学と能力を有し
た職業であると私は信じています。今回の機会が国
内外での作業療法士の新たな役割を見出す契機と
なることを期待したいと思います。

資格等

プロフィール

講演内容

オンデマンド配信
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研究活動を進めるためのひと工夫

所属：福岡大学医学部	脳神経内科学教室
職位：助教
学位：博士（医学）
資格：作業療法士、認定作業療法士

〈講師略歴〉
　福岡大学大学院医学研究科にて学位取得。前職の
北九州市役所を経て、2021年より福岡大学医学部助
教に着任。現在に至る。
　専門分野は、パーキンソン病における非運動症状、
在宅医療、情報通信技術を取り入れた支援など。

〈社会的活動〉
・日本作業療法士協会	学術部	学術誌「作業療法」
査読委員

・福岡県作業療法協会	教育部	担当理事
・日本パーキンソン病・運動障害疾患学会	「多職種
の集い」委員

・北九州パーキンソン病リハビリテーション研究
会　世話人　

〈直近の主な業績〉
・	Nagaki,	K.,	et	al.	(2023).	Impact	of	Parkinso
n's	disease	on	caregiver	quality	of	life	in	Jap
an.	Mov	Disord	Clin	Pract,	10(4),	658-663.

・	Nagaki,	K.,	et	al.	 (2023).	Association	betw
een	physical	activity	and	health	 literacy	 in	
patients	with	Parkinson's	disease:	An	online	
web	survey.	BMC	Neurol,	23:403.

・	長城	晃一,	他.	(2023).	神経難病と作業療法オー
バービュー :	パーキンソン病のリハビリテーショ
ンを中心に.	作業療法ジャーナル,	57(6),	550-
555.　他

　「研究に興味はあるけど、何から始めて良いのか
わからない」「研究は難しい」「忙しすぎて、研究意
欲が下がる」。このように感じている療法士は多い
のではないか。
　研究活動は全ての療法士がする必要があるわけ
ではないが、専門職である以上、研究から得られた
知見を活用する責務は存在する。しかし、多くの作
業療法士は、臨床現場での業務や家庭生活に日々追
われ、研究に必要な知識の習得はむろん、研究活動
に割く時間が取れない状況である。
　本講演では、臨床における研究活動の効率的な進
め方から、いかに目標とする学会発表や論文採択ま
でを達成するか、そして原動力をどのように保つの
かといった観点から、演者の過去の経験を交えなが
ら聴講者がスモールステップを踏めるような手段
や手筈を紹介したい。本講演を通じて今後の研究活
動に触れるきっかけとなれば幸いである。

Pr
ofi
le

長城 晃一 Nagaki Koichi

プロフィール

教育セミナー

講演内容
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作業療法士
シナプソロジー研究所認定
シナプソロジー®アドバンス教育トレーナーPr

ofi
le 恒松 伴典 Tsunematsu Tomonori

臨床セミナー
（身障分野）

OTの武器になる！入院～在宅・地域まで、楽しみながら生活に
必要な認知機能にアプローチができる『シナプソロジー®』

〈学歴・職歴〉
2001年　医療福祉専門学校	緑生館　作業療法学科　

卒業
2013年　医療法人三井会　神代病院　現職

〈著書〉
『健康教室や介護施設で使える!くすっと笑えて脳に
効く!早口言葉24』Amazon	kindle出版

〈参考〉
日本作業療法士協会ホームページ『はたらくこと
は、いきること』にて活動紹介。https://www.jaot.
or.jp/ot_job/to_live/detail/33/

プロフィール

　脳活性化メソッド『シナプソロジー®』をご存
じですか?
　シナプソロジーは、二重課題や左右の異動作を行
いながら五感刺激を変化させ、動きや感情を引き出
し脳を活性化させるプログラムです。

プログラムは、
　・上手く出来ない状態を大切にする。
　・笑いが生まれやすい。
　・社会参加を促しやすい。
という特徴があります。

　私たちの作業療法の仕事の中で、「できないこと」
を練習する機会がありますが、シナプソロジーで
は「上手くできないことにチャレンジしている時こ
そ、脳のシナプスの神経伝達物質が活性化している
良い状態」とし、気持ちを前向きに働かせる効果が
あります。

講演内容

　この講座では、前半は生活に必要な「記憶と注意
機能」の専門知識をわかりやすく解説し、後半にそ
の認知機能を刺激するシナプソロジーを体験してい
ただけます。
　病院の臨床から介護保険でのリハビリテーショ
ン、地域の介護予防教室まで使える内容を、楽しく
大笑いしながら体験してみてください!

【このような方におススメ】
・リハビリ内容を楽しく提供したい!
・患者様の気持ちを前向きにしたい!
・デイケアやデイサービスでの集団活動で盛り上げ
たい!

・地域の健康教室で楽しく活用できるネタが欲し
い!

　是非とも皆様のご参加をお待ちしております。

《講師の活動歴》
・コロナ前は年間100件以上の地域住民向け介護予
防・認知症予防教室実施。

　作業療法士として病院・介護保険分野でのリハビ
リ業務を経験後、福岡県久留米市にて行政と共に、
地域の健康教室の実施、住民通いの場の創設など介
護予防・自立支援事業に携わる。脳活性化プログラ
ム「シナプソロジー®」を活用し、わかりやすく
楽しく、現場ですぐに使える内容を大切に講義を行
なっている。

ワークショップ
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株式会社　トキワ精神保健事務所Pr
ofi
le 押川　剛 Oshikawa Takeshi

臨床セミナー
（精神分野）

「説得とは、人間関係をつくること」
～患者さんを動かすコミュニケーション～

〈略歴〉
1991年	 専修大学中退　トキワ警備創業
1996年	 日本で初めて説得による「精神障害者移

送サービス」を創始
	 （株）トキワ精神保健事務所に社名変更

（現在に至る）
2015年	 新潮文庫より『「子供を殺してください」

という親たち』上梓
2017年	 『「子供を殺してください」という親た

ち』漫画連載がスタート
2023年	 北九州市立大学　法学部法律学科卒業

プロフィール

　私は1996年に日本で初めて、病識のない精神障
害者の方を説得により医療につなげる「精神障害者
移送サービス」を創始しました。原点は、高校時代
に学校の裏にある精神科病院に通いつめ、入院患者
さんから人間の本質を教えてもらったことにあり
ます。
　以来約30年にわたり、メディア等を通じて「病
識のない患者さんへの初動介入こそ、国や自治体が
責任を持って取り組むべき課題だ」と訴えてきまし
た。しかし現実は、地域移行・地域共生の名の下、
すべて自己責任に帰結し、対応困難患者ほど必要な
医療や支援が受けられなくなっていると感じます。
　精神疾患は約５人に１人が生涯に一度は罹患す
る身近な病気でもあり、早期発見・早期治療が予後
に直結します。今回の講演では、現場を知る私だ
からこそ言える『本音の話』をしたいと思います。
「YES‼	本音、NO‼	キレイ事」

講演内容
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臨床セミナー
（地域分野）

北九州市役所　保健福祉局技術支援部地域リハビリテーション推進課
リハビリテーション推進係長Pr

ofi
le 佐藤 美香 Sato Mika

地域とともに
～ 2040に向けてリハ専門職の可能性～

〈学歴〉
長崎大学医療技術短期大学部作業療法学科　卒業

プロフィール

　少子高齢化が進む中、福岡県では2040	年に75歳
以上の人口が92万人（約19%）になると推計され
ています。生産年齢人口（15歳から64歳以下）の
減少によって2005年には	3.3人で高齢者１人を支
えていましたが、2040年には	1.6人で高齢者１人
を支えることになると予測されています。
　また北九州市の高齢者がいる世帯（約18万世帯）
のうち、高齢者のみの世帯は65.2%となっており、
この割合は年々増加傾向にあります。（令和２年国
勢調査データによる）
　そのような背景の中で、今後医療・介護を必要と
する高齢者が増えることはもちろん、介護が必要な
くても生活の困りごとを抱える高齢者がこれまで
以上に増加するものと思われます。
　これまでも国は介護予防・自立支援に重点をお
き、住まいを中心とした支援体制である地域包括ケ
アシステムの構築を進めてきました。
　北九州市では、私が所属している保健福祉局地域
リハビリテーション推進課を中心に「地域リハビリ
テーションの推進」に取り組んでいます。この取組
は最近のものではなく、障害者更生相談所業務の一
環として約20年前から、地域のリハ専門職との情
報交換などの場づくりや、事例を通して多職種連
携・切れ目ないリハビリテーションを学ぶ研修会な
どを実施してきました。
　地域リハビリテーションはよくわからないと
思っている方も多いと思います。もしかすると、病
院に勤務しているリハ専門職の中には「地域リハビ
リテーション」はあまり関係がない、と思われてい
る方もいるかもしれません。しかしその人らしい暮

講演内容

らし（人生）とは何か、を考え社会参加につなげる
視点はリハビリテーションの本質であり、地域リハ
ビリテーションの目的そのものです。
　このセミナーでは、地域包括ケアシステムを支え
る一つの取組である地域リハビリテーションについ
て、北九州市の仕組みをご紹介するとともに、県内
で地域リハビリテーションの活動に参画しているリ
ハ専門職のお二人から、地域に出ていくきっかけや
実際の活動、その中で感じていることなどを紹介し
ていただきます。2040年に向けて、これからのリ
ハ専門職に必要なことやリハ専門職の可能性につい
て、皆様と一緒に考える機会にできればと考えてい
ます。

オンデマンド配信
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株式会社　LikeLab	保育所等訪問支援事業　SwitchPr
ofi
le 髙橋 知義 Takahashi Tomonori

作業療法士が行う保育所等訪問支援事業臨床セミナー
（発達分野）

〈現職歴〉
　2001年４月に社会福祉法人こぐま学園に入社し、
14年間作業療法士として勤務。
　幼児期から成人期と幅広い年齢を対象に、重度
心身障害から発達障害とさまざまな困り感を持つ
方々を対象に作業療法を実践する傍ら、生活介護事
業所や就労移行支援事業所の管理者も務めた。
　2015年４月に株式会社LikeLabに入社。
　保育所等訪問支援事業所Switchを立ち上げ、現在
は管理者を務めている。
　その他、日本作業療法士協会生活環境支援推進室
室員、八女市で福岡県障がい児等療育支援事業を
受託、特別支援学校の外部講師専門家活用事業の講
師、アシスティブテクノロジー・アドバイザー育成
研修の講師、長崎大学子どもの心の医療・教育セン
ターの講師を務めている。

〈著書〉
「作業療法士が行うIT活用支援」（共著、医歯薬出版）
「発達が気になる子の脳と体をそだてる感覚遊び」
　（共著、合同出版）
「脳と体をそだてる感覚遊びカード144」
　（共著、合同出版）
「発達が気になる子の学校生活における合理的配

慮」（共著、中央法規出版）
「発達が気になる子の実行機能」
　（共著、中央法規出版）
「教室でできるタブレットを活用した合理的配

慮・自立課題」（共著、中央法規出版）
「マンガでわかる読み書き指導」
　（共著、中央法規出版）
「発達をうながすハンドリング―生活動作の介助の

ポイント」（共著、三輪書店）
がある。
　その他、特別支援グッズ「Qスプーン」「Qフォー
ク」の開発・監修をしている。

　保育所等訪問支援は、2012年の児童福祉法改正
に伴う制度改革により創設された初のアウトリー
チ型の支援である。これまでの基本は対象である子
どもと家族が施設に通う通園スタイルであった。そ
れに対して、保育所等訪問支援は専門職が子どもの
生活の場に訪問するという、画期的な制度が実現し
たのである。そして、子どもが集団生活に適応する
ことを目的に、直接支援や間接支援が行えるように
なっている。
　筆者は保育所等訪問支援を実施して９年目にな
る。これまで対象者の生活の場に訪問する中で、
日々貴重な経験をさせていただいている。施設で実
践していた頃も連携は重要であると理解していた
つもりであるが、訪問を実施することで初めて気づ
く点や反省させられる点があった。環境の違いや言
葉の捉え方、文化の違い等から本当の意味で連携を
するには、このように生活の場に出向くことが重要
であることを痛感している。また、訪問先と情報を
共有し、同じ方向性で支援することで、子どもは格
段に成長していく。
　訪問先で役割を果たすためには、まずその訪問先
の文化を知ることが重要である。同じ学校という場
所に訪問しても共通の文化もあれば、その学校独自
の文化もある。また、対象の子どもに関わる人の価
値観や特性の理解度によっても大きく変わってく
る。これらは対象者への関わる際と同じで、多様性
を受け止めた上で、現場に寄り添いながら、支援に
役立つ情報を提供してくことで信頼を培うことが
できる。一方的な提案や生活に直結しないものは必
要とされない。
　作業療法士は、人と作業と環境の相互作用によっ
て作業遂行を作業、活動、動作、環境、これに発達
的視点を交えて分析ができる職種である。またアプ
ローチも、運動機能、感覚-知覚-認知機能などの対
象者の能力を引き出し、発達を促すボトムアップの

プロフィール 講演内容
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アプローチから、補装具、自助具、テクノロジー、
環境調整などを用いて、対象者が持っている力を最
大限に活かし、活動への参加を促すトップダウンの
アプローチと幅広い視点でアプローチできる特徴を
持っている。そして、何より作業療法士は「生活支
援の専門家」である。これらのことから、ぜひ作業
療法士は、対象者の生活の場である地域に出かけて
いくべきである。そしてそこでは想像を超える場面
に遭遇するかもしれないが、作業療法の専門性を発
揮する大きなチャンスであると考える。
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株式会社PLS代表Pr
ofi
le 落水 洋介 Ochimizu Yosuke

市民公開講座 難病がくれた宝物

　1982年生まれ、北九州市出身。

　幼少よりサッカーをしており、小学生時代は日本
代表にも選出されたFW大久保嘉人選手とともに北
九州市の選抜チームでプレーしていました。

　社会人になり自然素材の化粧品メーカーで営業・
商品開発を経験。

　2013年にPLS(原発性側索硬化症)を発症、少しず
つ身体・手足・口が動かなくなっており、数年後に
は寝たきりになってしまう病気。現在は電動車椅子
にて活動中。
　2022年に株式会社PLSを設立し、多様性を認め合
い、支え合える社会を作るため、講演会や企業活動
を行っています。

　突然寝たきりになる難病になってしまった私が、
どん底を経験しながらも「今が一番幸せ」と言える
のはなぜなのか？具体的に誰でも実践できて、日常
を誰もが楽しめるように。今を大切に今を楽しく過
ごしていただくためにお話しさせていただきます。
　また、私が障害者になったことで初めて分かった、
障害者や高齢者、その他様々な特性を持たれている
方との接し方や向き合い方、福祉機器や装具とデザ
インなど。
　小学生からご高齢の方、場所に応じて内容や形式
はご相談ください。教科書にのっているものではな
く、私がすべて経験して感じたことなどをお伝えし
ます。

プロフィール
〈掲載文章〉
　『原発性側索硬化症という100万人に１人の難病と
生きる男。北九州を中心に学校へ、地域の職業人と
一緒にキャリア教育の講師や、学校や企業での講演
活動やライブイベントへの出演など精力的に活動を
されています。また、熊本地震後、ボランティアに
参加し、被災地支援を行っておられます。
　病気をしたけど今が一番幸せ。夢をもつこと。
楽しく生きるなど語るテーマは様々だが力強い彼
の言葉は多くの人の心を動かしはじめています。
Amazonから電子書籍「難病がくれた宝物」を発売
し２部門で１位を獲得、続編として発売した「難病
という翼を得て」は３部門で１位を獲得しました。』

オンデマンド配信
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専門:障がい当事者
現職:株式会社PLS代表
　全国での講演会・医療福祉事業所の広報・子ども
食堂・グリーンバード（地域の清掃活動）・フリー
スペースやレンタルスペースの運営・イベント出店
など
　医療福祉の駆け込み寺であり情報発信基地にす
ることを中心に株式会社を運営している

　難病になった私は「今が一番幸せ」です。最初病
気が分かった時はお先真っ暗でしたが今は違うん
です。今は小さなことや些細なことや今まで当たり
前に感じていたことに『ありがとう』と感謝できる。
例えば、普通に歩けたことも本当にありがたかった
なって思えるのです。本当に友達が会いにきてくれ
ただけで嬉しいし楽しいし「ありがとう」って心か
ら感謝ができるんです。僕は病気になっていろんな
ことを失いました。でも失ったことではじめて今ま
で当たり前だったことに感謝ができるようになっ
たんです。難病になった現状を嘆いても変わらな
い。「前向きは技術」。笑顔でいる、そう決めて実行

講演内容
していたら僕の中で小さなありがとうがどんどん増
えてきて、気づいたら何気ない日常が『わー！うれ
しい！わー！ありがとう！』って感謝に溢れてきて、
そしたらそれだけで幸福感に包まれて幸せだなあっ
て思えてきたんです。思い込みを変え感謝ができる
心さえあればどんな状況でも、例えば私のような難
病になっても人はいつでも幸せになることができる
んだって実感したんです。病気でも何歳になっても、
夢は持てるしチャレンジはできる。実際に今夢をた
くさん叶えることができています。誰が見てもどん
底に思える私が実践している、自己肯定感の高め方
や、支え合う楽しさ、前向きな思考方法、人と比べ
るのではなく自分の幸せをしっかり見つめて手に入
れる方法などをお伝えしています。病気になり絶望
して、死ぬことしか選択肢になかったあの頃の自分
を救うことができれば、多くの人の助けになるので
は？と思い、いつまで話せるかわからないこの口を
使い、全国講演会でお伺いしています。あとは、夢
がありすぎるのでひとつずつこの身体で叶えていき
ます。
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企画・イベントブース紹介企画・イベントブース紹介

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

1月27日土曜日　15:00 〜 17:00

1月27日土曜日　14:45 〜 17:00

1月28日日曜日　　9:30 〜 14:00（シリコン自助具体験のみ）

当事者やその家族、OTたちとの語らいの場

作業体験（ビーズアクセサリー、アイロンビーズ、革細工、シリコン自助具体験）

　私たち作業療法（士）が地域を「知ること」と「うまく伝える」ために、当事者や、その家族とつな
がること、共存を考えることが必要と感じています。
　お互いが繋がり、これまでの経験談などを聞くこと
で、今後の私たちの在り方を考えることや、当事者家
族の方に対してやさしくなれるきっかけになれればと
思います。当日はテーマに沿ったお話やフリートーク
で気さくにお話が出来るように企画しています。

　アクティビティを通して「作業療法空間」を体験し有資格者には新
たな活動の発見や作用活動の大切さを改めて感じてもらいたいと考え
ています。

　講義の合間に改めて「作業」の在り方を考えてみませんか？

　また会員の方のお子さんの体験も可能です。
　福祉機器体験も併せて参加をぜひお待ちしています。
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1月27日土曜日　14:45 〜 17:00

①特別セミナー 1（1月27日土曜日　15:45 〜 17:45）

②臨床セミナー（身障）（1月28日日曜日　11:00 〜 13:00）

1月28日日曜日　　9:30 〜 14:00
スタンプラリー、がちゃ

ワークショップ

　参加者の企画体験や、新たな出会いの促進を図ることを
目的としたスタンプラリーを企画しています。
　ノルマを達成した方には学会限定ノベルティグッズをガ
チャによって贈呈致します。
※数に限りがありますので、無くなり次第終了となります。

・クッションの座り比べ
・座圧分散
・車いすの張り調節
　参加定員:30名程度（※要事前予約）
　※学会申し込みと別にワークショップ
　　参加申込が必要。
　服装：特に指定なし

・病院:個別の中でのシナプソロジー
・施設:グループを交えた、レクや認知機能などのシナプソロジー
・地域:公民館に出向いて（介護予防）行うようなシナプソロジー
　参加定員:50名程度（途中参加・退室OK）
　※会場に入れる範囲まで可能
　服装：特に指定なし。スーツでも可能

事前申し込みはこちら
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令和４年度　次世代を担う研究助成事業の報告

　公益社団法人　福岡県作業療法協会では、毎年、研究助成事業を募集しております。
　本事業は、作業療法の質の向上に係る研究を行い、医療・福祉・介護・教育など作業療法が関わるす
べての事業の健全な発展と県民の健康の増進に寄与するための一環として、会員が行う研究活動を積極
的に支援するものです。
　研究テーマは作業療法の効果（成果）に関する研究で、会員が独創的・先駆的な発想に基づき実施す
る研究課題を助成しています。

令和４年度の研究助成事業の報告は以下の通りです。

脳血管障害患者における実車運転評価に基づく自動車運転再開に関する研究
〜一般高齢者を比較対照とした運転リハビリテーション〜

国際医療福祉大学　福岡保健医療学部　作業療法学科

　松下　航

人工膝関節置換術後の疼痛および心理的要因に対するcoping skillsを用いた
作業療法実践の効果と術後早期におけるcoping skillsの特徴

福岡リハビリテーション病院

　原　竜生

報告１

報告２

令和４年度令和４年度 研究助成事業の報告 研究助成事業の報告

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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セッションⅠ–03
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セッションⅥ−24
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口述発表分類

第27回 福岡県作業療法学会

－地域と作業療法の共存を考える－



セッションⅠセッションⅠ（脳血管疾患①）（脳血管疾患①）　　座長：中津留 正剛（産業医科大学　若松病院）座長：中津留 正剛（産業医科大学　若松病院）

セッションⅡセッションⅡ（精神障害）（精神障害）　　座長：平澤 勉（九州栄養福祉大学）座長：平澤 勉（九州栄養福祉大学）

セッションⅢセッションⅢ（脳血管疾患②）（脳血管疾患②）　　座長：近藤 昭彦（令和健康科学大学）座長：近藤 昭彦（令和健康科学大学）

01 当院での自動車運転再開支援の傾向と今後の課題について

健和会大手町病院／後藤	由美子
02 脳卒中後の自動車運転再開において神経心理学的検査と実車評価に相違を認めた症例

社会医療法人　製鉄記念八幡病院／有安	瑞希
03 脳血管障害患者における実車運転評価に基づく自動車運転再開に関する研究

　　～一般高齢者を比較対照とした運転リハビリテーション～
国際医療福祉大学／松下	航

04 抑うつを主とする躁うつ病患者が主体性を持ち活動参加に繋がった事例
　　～体操グループでの関りを通して～

医療法人社団　豊永会　飯塚記念病院／是永	菜由
05 精神科病院におけるフレイル対策　～三年間の取り組み～　

医療法人　祥風会甘木病院／松葉	幸典
06 障害者就労における環境因子の影響

　　～就労継続支援A型事業所からの一般就労を通して～
有限会社Taka.Co	就労継続支援A型　藍／長	彰純

07 急性期からの脳卒中後上肢機能障害に伴う学習性不使用の予防に向けて
　　～ Transfer Packageプロトコルの作成、今後の取り組みについての報告～

公益財団法人　健和会　大手町病院／中島	薫平
08 課題指向型訓練とTransfer Packageを用いた介入により、

　生活での麻痺側上肢使用頻度が向上した慢性期脳卒中患者の一例
医療法人かぶとやま会　久留米リハビリテーション病院／中川	大地

09 手指屈伸動作における課題指向型訓練の有用性
　　～表面筋電図を用いた検証～

医療法人　福岡桜十字　花畑病院／磯野	美保
10 自宅退院に不安を呈した症例

　　～自己効力感の向上を目指して～
社会保険田川病院／佐藤	龍清

口述発表分類口述発表分類

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－
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セッションⅣセッションⅣ（認知障害）（認知障害） 座長：許山 勝弘座長：許山 勝弘
（医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院）（医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院）

座長：下門 範子座長：下門 範子
　　　（社会医療法人北九州病院 北九州総合病院）　　　（社会医療法人北九州病院 北九州総合病院）

セッションⅤセッションⅤ（脳血管疾患③）（脳血管疾患③）　　座長：飯田 真也（産業医科大学病院）座長：飯田 真也（産業医科大学病院）

セッションⅥセッションⅥ（運動器疾患）（運動器疾患）　　

11 認知症患者の独居生活再建を目指して
　　～症例の日常生活を制限しない退院支援について～

北九州宗像中央病院／吉武	恭子
12 Inner　Peace

　　～スヌーズレン療法にてBPSDが減少した症例～
小嶺江藤病院／植田	麻友

13 大腿骨頸部骨折患者における認知機能がトイレ動作能力に与える影響

社会医療法人　北九州病院　北九州総合病院／白石	一真
14 寝たきり生活からの脱却

　　―誤嚥、褥瘡、排泄障害への対策プロセスを通し生活再建に至った１事例―
介護老人保健施設サンファミリー／川田	隆士

15 SPV・SVV両方に対して介入し、Pusher現象の改善が見られた事例

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／渡邊	大雅
16 患者の状態をふまえて、環境設定に着目して更衣動作が自立した一例

済生会飯塚嘉穂病院／兵道	未来
17 生活期脳卒中例に対する促通反復療法による保険外訪問リハビリサービスの取り組み

リハシード福岡／樋口	典子
18 右後頭葉の脳梗塞により道順の把握が困難になった症例

　　～言語メモを活用した作業療法の展開～
社会保険田川病院／井上	享也

19 ウイルス性脳炎後の記憶障害に対し、早期からの作業療法介入が奏効し職場復帰に至れた症例

製鉄記念八幡病院／森	実紅

20 術後早期に生活での患側手の使用が得られた高齢者上腕骨通顆骨折の一例

医療法人社団　慶仁会　川崎病院／永野	萌加
21 ADOC-Hを用いた手指伸筋腱断裂修復術後患者に対する作業に根ざした実践の効果

　　～ケースシリーズ～
健和会大手町病院／大草	直樹

22 指尖部切断に対するOblique Triangular Flap術後にPIP関節伸展拘縮を認めた一例

聖マリア病院／大畔	正太郎
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セッションⅦセッションⅦ（脳血管疾患④）（脳血管疾患④）

セッションⅧセッションⅧ（MTDLP、援助機器）（MTDLP、援助機器）　　座長：四元 孝道（九州栄養福祉大学）座長：四元 孝道（九州栄養福祉大学）

25 ロボット療法と課題指向型訓練を併用し、両手での洗髪動作獲得に至った若年の脳卒中患者

医療法人相生会　福岡みらい病院／一安	ひなの
26 日常生活動作汎化に対する課題指向型訓練の有効性の検証

　　－手指リハ支援システムを用いた一症例－
医療法人　福岡桜十字　花畑病院／平島	由佳

27 脳梁離断症状および深部感覚低下を呈した症例の結髪動作獲得に向けて

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／荒牧	朋美
28 高次脳機能障害者の「気づき」に対して，動画を用いたフィードバックを行うことを

　きっかけに周囲とのコミュニケーションが取れるようになった失語症の事例
医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／高良	春花

29 抗がん剤治療後、有害事象により意欲低下が見られたがMTDLPを導入して
　「家族に手料理を振る舞いたい」と主体的になった急性期事例

飯塚病院／松尾	千代美
30 MTDLPを活用しALS患者のQOL向上を目指した一事例

北九州八幡東病院／横田	弓賀
31 重症ギランバレー症候群患者に対する食事動作自立に向けた自作上肢保持用装置作成の試み

社会医療法人シマダ嶋田病院／末次	亮平
32 モジュール型車椅子REVOを使用し、座面角度を変える事で座位姿勢、

　車椅子駆動に改善がみられた一例
香椎丘リハビリテーション病院／中村	泰等

口述発表分類口述発表分類

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

23 軟部組織損傷を伴った右環小指基節骨開放粉砕骨折術後のセラピィの小経験
　　～治癒過程に応じたsplintの導入～

聖マリア病院／石丸	由樹
24 人工膝関節置換術後の疼痛および心理的要因に対するcoping skillsを用いた

　作業療法実践の効果と術後早期におけるcoping skillsの特徴
福岡リハビリテーション病院／原	竜生

座長：坂下 竜也座長：坂下 竜也
　　　（医療法人徳洲会 福岡徳洲会病院）　　　（医療法人徳洲会 福岡徳洲会病院）
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口述発表抄録

第27回 福岡県作業療法学会

－地域と作業療法の共存を考える－
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セッションⅥ−21

59

口
述
発
表



セッションⅥ−22

60



セッションⅥ−23
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セッションⅦ−25
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セッションⅦ−26
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セッションⅦ−27
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セッションⅦ−28
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セッションⅧ−29
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セッションⅧ−30
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ポスター発表
分類

第27回 福岡県作業療法学会

－地域と作業療法の共存を考える－



セッションⅨセッションⅨ（その他）（その他）

セッションⅩセッションⅩ（地域、呼吸器）（地域、呼吸器）　　座長：吉岡 奈々（九州栄養福祉大学）座長：吉岡 奈々（九州栄養福祉大学）

01 リハビリテーション科中堅スタッフへの教育

公立八女総合病院／松尾	圭介
02 回復期リハビリテーション病棟における実績指数に与える要因の検討について

　　～後ろ向きコホート研究～
社会医療法人	共愛会	戸畑リハビリテーション病院／古海	賢人

03 高校バレーボール部における外部指導者としての作業療法士の取り組み（第一報）

令和健康科学大学／角田	孝行
04 幼稚園への発達支援コンサルテーションを通して明確化された作業療法士の可能性

児童発達支援TEKUNOBI ／吉田	裕作

05 地域住民とつくる「認知症にやさしい図書館」の推進

日明病院／福満	裕
06 「認知症にやさしい図書館」の「小さな本棚」試作とその展開

北九州市立八幡病院／高木	邦男
07 高齢間質性肺炎患者に対する在宅生活を見据えた作業療法実践の協業

　　～花の手入れや畑作業の再開に至るまでの作業療法プロセスを通して～
医療法人社団慶仁会　川﨑病院／上田	祐二

08 不安・抑うつ傾向のCOPD患者に対し意味のある作業を実施した一例

社会医療法人北九州病院　北九州八幡東病院／中尾	雅史

ポスター発表分類ポスター発表分類

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

座長：宮尾 京介座長：宮尾 京介
　　　　　　（学校法人戸早学園　北九州リハビリテーション学院）（学校法人戸早学園　北九州リハビリテーション学院）
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第27回福岡県作業療法学会 懇親会のご案内第27回福岡県作業療法学会 懇親会のご案内

－地域と作業療法の共存を考える－－地域と作業療法の共存を考える－

　第	27	回福岡県作業療法学会開催を祝し、懇親会の企画をご用意しました。	
　講師の先生方との交流、先輩、同級生との再会など、二度と体験できない、北九州の夜を堪能してい
ただきたいと思います。

【とき】令和	6	年	1	月	27	日（土曜日）19:00 〜 21:00	
【場所】小倉飯店	4	階「鳳凰の間」北九州市小倉北区堺町	1-8-14	
【受付】18:30 〜	
【会費】5,500	円	
【申込方法】右記二次元コードまたは下記	URL	よりお申し込みください。	
　https://forms.gle/XXohgnL4MaXCpr3G6	

【支払方法】	懇親会会場受付にて支払（現金のみ）をお願いいたします。	
【問い合わせ】福岡県作業療法協会	事務所	093-952-7587	Mail:fuku-ota@fancy.ocn.ne.jp	
※申し込み後にキャンセルされる場合は、懇親会開催の	3	日前（1	月	24	日）までにお願いします。
　それ以降の場合は、キャンセル料が発生する場合がありますのでご注意ください。	

【注意】 
　メールアドレスは必ず個人のアドレスでお申込ください。申込後に登録内容の確認メールを返信する
ことがございます。必ずメール設定を確認し fuku-ota@fancy.ocn.ne.jp	からメールを受信出来るよ
うにお願いいたします。	

※飲酒運転は法律で禁止されています。お酒を飲まれる方の運転はご遠慮ください。

申込	QR	コード	

学会会場

懇親会会場
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第27回福岡県作業療法学会　実行委員
四役 学会長 須 﨑 優 介 東筑病院

副学会長 土 屋 龍 也 戸畑リハビリテーション病院

実行委員長 北　　 将 和 新田原聖母病院

副実行委員長 本 間 真 琴 つくし訪問看護ステーション

学会運営局 学会運営局長 浅 田 大 輔 遠賀中間医師会おかがき病院

学会運営副局長 松 岡 龍 世 小嶺江藤病院

企画運営局 企画運営局長 善 明 勇 二 （株）リライブ　ごえん

企画運営副局長 佐 藤 美 奈 児童発達支援 放課後等デイサービス ブルースター

企画運営部員 前 城 正 幸 小嶺江藤病院

企画運営部員 大 島 昂 士 小倉リハビリテーション病院

学術局 学術局長 下 門 範 子 北九州総合病院

学術副局長 宮 尾 京 介 北九州リハビリテーション学院

学術局部員 牛 尾 篤 史 北九州総合病院

学術局部員 沢 田 大 明 北九州総合病院

学術局部員 瀧 上 舞 夏 北九州総合病院

学術局部員 岩 本　　 凌 北九州リハビリテーション学院

学術局部員 後 藤 一 樹 北九州リハビリテーション学院

広報局 広報局長 高 崎 弘 嗣 遠賀中間医師会おかがき病院

広報局副局長 江　里　翔太郎 東筑病院

広報局部員 伊 藤 嘉 展 芳野病院

広報局部員
/学会ロゴデザイン 安 部 千 秋 北九州市介護ロボット等導入支援・普及

促進センター

事務局 事務局局長 田 邉 慎 一 福岡県作業療法協会　事務局

事務局副局長 髙 瀬 彩 華 つくし訪問看護ステーション

福岡県
作業療法協会
学術部

学術部理事 松 本 信 雄 緑風会水戸病院

学会統括委員長 惠 良 裕 一 高山病院

学会運営委員長 上 田 元 紀 北九州市立八幡病院

北九州ブロック 理事 玉 野 和 男 鳥巣病院
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　今年５月より新型コロナウイルスが５類感染症に移行され、私達の日常生活も徐々
に元の生活に近づく事が出来始めているのではないかと感じられます。そのような中、
日々の忙しい業務の中、学会発表やご参加していただいた方々、遠方よりお越し頂い
た講師の先生方、そして福岡県の作業療法を多くの方に伝える為に議論を交わしてい
ただいた学会長、実行委員並びに学術部の先生方や各部署の担当の方々に深く感謝い
たします。
　第27回福岡県作業療法学会のテーマは、「ともにふれる−地域と作業療法の共存を考
える−」となっております。昨年度までは、コロナウイルスの感染を考慮しWeb開催
となっていましたが、今年度の学会に関してはハイブリッド方式での学会開催とさせ
て頂きました。テーマにもあるように、身近にある作業をともにふれることで、地域
での作業を知り、地域の住民の方々にも「作業療法とは何か」と伝える良い機会にな
ればと考えております。また、学会を通じて様々な意見交換を行い、得る事が出来た
情報を臨床現場で活かして貰えると幸いです。皆様のご参加をお待ちしております。

第27回福岡県作業療法学会　副学会長   土 屋 　 龍 也

第27回福岡県作業療法学会　学会誌
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